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水をめぐる情報共有の重要なツールとして分布型モデルが提案されている。分
布型モテソレは河道水理モテゃルと支流域の降雨流出モデルからなる。河道水理モデ
ルについては高性能の市販モデルが利用できるが、支流域からの流出の記述に関
しては十分な議論がされていない。森林小流域を対象とする降雨流出モデルの要
件は、連続的な降雨流出の記述と測定可能な土壌の状態に基づくモデル係数の同
定である。筆者らはこれらの要件を満たすべく、竹下の土壌分類に基づく 2段階
の貯留と 3段階の排水過程で流出を記述する山下モデルを開発した (Fig.1)。必
要なモデル係数は分類に対応する水分量で表現した。このモデルは在来のscs法
の修正モデルと位置づけることができる。
このモデ、ルを実際の森林小流域及びダム上流部において検証した結果、きわめ
て再現性の高い結果を得た (Fig.2)。今後は条件の異なる小流域にモテ。ルを適用
し、モデル係数の一般化を行う必要がある。しかし、必要な観測データの収集は、
単独の研究機関では不可能である。本モデルに限らず、降雨流出モデルの向上の
ためには、国の主導により、多くの条件の異なる森林小流域における短時間間隔
の降雨流出データが蓄積されるべきである。
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Study site w a s  a  small catchment (5.88 ha) in the D o r o k a w a  watershed. 
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